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   2024年 日立技術の展望

近年，世界的な潮流として価値観のパラダイムシフ

トが起こり，需要が物質から情報やサービスへ，「個」

重視・人間中心の社会へシフトしている。また，社会

の不確実性がより高まり，常態化し，不連続な環境変

化が当たり前となった「Beyond VUCA（Volatility，

Uncertainty，Complexity，Ambiguity）」と言われ

る状態に突入しつつある。こうした変化の激しい中で

市場競争に勝ち残るには，機密性の高いデータも含め

て，データをビジネスに柔軟に活用していくことが必

要となる。

企業活動を支える基幹システムにおいては，さまざ

まなデータとシステムを各種クラウドとオンプレミス

に最適配置し，生成AI（Artifi cial Intelligence）など

の新技術も取り入れ，業務環境を整備することが急務

となっている。そのために日立は以下の三つの観点で

サービス・ソリューションを提供する。

（1）クラウドインテグレーション

クラウドを最適活用するためには，顧客の既存シス

顧客に寄り添いDX実現を支える
日立のクラウド&DXソリューション1

テムの効率・アジリティ向上と，既存データ利活用に

よる新たな価値創生が重要である。日立は顧客の既存

システムを理解し，顧客の描く将来像に向けてシステ

ムマイグレーション・モダナイゼーションを共に進め，

パブリッククラウド，プライベートクラウド，オンプ

レミスを組み合わせて最適なクラウド環境を構築す

る。これによって顧客はビジネスへのデータ利活用を

加速することが可能となる。

（2）ハイブリッドクラウド／デジタルインフラ

日立はこれまで提供してきた高信頼なITプラット

フォームと，金融・社会インフラなどミッションクリ

ティカルな基幹システムのクラウド活用で培ってきた

システムインテグレーションや運用の知見・ノウハウ

をEverFlex from Hitachiとして展開する。顧客は各

種サービスを選択し，適切なas a Service型ITプラッ

トフォームを利用することで，顧客の直面する課題に

対して迅速かつ柔軟に対応することができる。また，

Amazon Web Services＊（AWS＊）との協創により，

日立ストレージの技術や運用ノウハウをAWS上に適

用することで，機密性の高いデータを保有するシステ

ムの移行やシステム配置・変更が容易なハイブリッド

金融・公共サービス

（3）マネージドサービス （1）クラウドインテグレーション
顧客の既存システムを理解し，データ利活用を

可能にするクラウド環境を構築
顧客のアジリティと信頼性の両立を支援する

クラウド運用支援や，データ利活用サービスを提供

適切なas a Service型ITプラットフォームを
迅速かつ柔軟に利用可能

・ SRE手法を活用したクラウドネイティブ運用支援サービス HARC
・ハイブリッド・マルチクラウド高信頼運用管理 JP1 Cloud Service
・ゼロトラストセキュリティ監視サービス
・マネージド型データ利活用サービス Hitachi Intelligent Platform(HIPF)

・ミッションクリティカルシステムにも対応した
クラウドマイグレーション・モダナイゼーション

プライベートクラウド／オンプレミス
Hitachi Cloud，顧客データセンター

・ EverFlex from Hitachi
- ハイブリッドクラウドデータ連携

・ VSP on Cloud
- AWS協創

パブリッククラウド

（2）ハイブリッドクラウド／デジタルインフラ

産業・都市 電力・交通

1 顧客に寄り添いDX実現を支えるクラウド&DX日立のソリューション

注：略語説明　SRE（Site Reliability Engineering），VSP（Hitachi Virtual Storage Platform）

サービス＆プラットフォーム・
マネージドサービス
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クラウド環境を実現する。

（3）マネージドサービス

クラウドやセキュリティなどのエキスパート人財不

足といった顧客の課題に対し，日立はIT運用やDX（デ

ジタルトランスフォーメーション）をマネージドサー

ビスでサポートする。具体的には，クラウドシステム

運用の自動化によるアジリティと信頼性の両立やセ

キュリティの強化を支援するHARC（Hitachi 

Application Reliability Centers）サービスや，複雑

化・大規模化が進む企業のITシステムを一元的に運用

管理するJP1 Cloud Serviceを提供し，顧客のIT運用

を支援する。また，豊富な成功事例をベースにDXを

マネージド型データ利活用サービスHIPF（Hitachi 

Intelligent Platform）として体系化，サービス提供す

ることで，顧客の人的負荷を軽減する。

サービス＆プラットフォーム・マネージドサービス

のカテゴリでは，顧客が成長に向けてクラウドを使い

こなすために日立が提供するサービス・ソリューショ

ンを紹介する。

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

「JP1」は，ハイブリッド・マルチクラウドの高信頼

運用管理製品である。「JP1 Version13」およびSaaS

（Software as a Service）型運用管理基盤「JP1 Cloud 

JP1とJP1 Cloud Serviceのオブ
ザーバビリティなどクラウドネイティブ
対応の強化と生成AI対応の展望

2

Service」では，ITシステム全体の健全性を可視化す

るオブザーバビリティを強化した。また，オンプレミ

スと各種クラウドにまたがった業務サービスを自動化

する際のクラウドサービスとの連携を容易にした。こ

れらにより，クラウドネイティブ技術の普及や基幹シ

ステムのモダナイズによって，オンプレミスとクラウ

ドが混在して構成の複雑化・大規模化が進む企業のIT

システムを一元的に運用管理することで，ビジネス環

境の変化への適応を容易とし，ビジネスのレジリエン

スとアジリティの向上に貢献する。

今後も，クラウド向けマネージドサービス「Hitachi 

Application Reliability Centers（HARC）」の国内展

開においてJP1を活用していくとともに，生成AIを活

用した運用の自律化などを推進し，幅広い分野で企業

のDXや社会イノベーションに貢献していく。

クラウドL＆S（Lift and Shift）の動きが進む中，サ

イバー攻撃の増加や多様化に伴い，セキュリティ対策

がさらに重要性を増している。日立はパブリッククラ

ウド，ゼロトラスト環境にも対応したMSS（Managed 

Security Service）を立ち上げ，2022年12月より順

次提供を開始し，今回新たにMicrosoft社を中心とし

て，Azure＊，Microsoft 365＊監視までサポート範囲

を拡大した。日立が保有するログ統合管理基盤から，

各センサーのアラートやログを監視し，高品質なセ

日立クラウド／ゼロトラスト環境に
おけるセキュリティ監視サービス3

稼働に関わる情報をリアルタイムに収集し関連付け

オブザーバビリティ： ITシステム全体の健全性を把握し業務サービスへの影響を可視化

オンプレミス AWS＊ Azure＊ コンテナ アプリケーションSaaS
Webサービス

迅速な初動対応
パフォーマンス管理
構成管理情報

状況に応じた
対処の自動化

イベント管理
ジョブ管理情報

業務サービス視点 ITリソース視点 発生事象と影響把握

システム改善

2 統合システム運用管理「JP1」のオブザーバビリティ強化の概要

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照
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   2024年 日立技術の展望

キュリティ監視・分析サービスを提供する。

今後は従来のセキュリティ監視だけではなく，平時

から有事までセキュリティ運用サイクルの一括したサ

ポートメニューを準備し，顧客の運用負担を軽減する。

日立は，これまで20年以上にわたる豊富な運用サー

ビスの実績と，最新の攻撃・脅威情報や過去のインシ

デント事例の情報から高度なセキュリティ監視・分析

サービスを実現し，クラウドに精通したセキュリティ

人財が不足している顧客に対して，安心・安全なマル

チクラウド運用を提供する。

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

クラウド適用の拡大と本格採用という潮流の中で，

多くの企業は現在，（1）信頼性／安定性の低下，（2）ト

ラブル対応による負荷増大，（3）ランニングコストの

HARCによるアジリティと
信頼性を両立した
クラウドネイティブ運用の実現

4

増加，という課題に直面している。これらを解決する

には，運用モデルを従来型から「DevSecOps※1）／

SRE※2）ベース」に転換させ，運用のアジリティを向上

させつつ信頼性を担保していく必要があるが，昨今の

クラウドスキル／ノウハウの不足もあって，現状では

多くの企業が実施できていない状況にある。

Hitachi Application Reliability Centers（HARC）

は，2023年6月に国内リリースされたサービスで，「成

熟度レベル」の向上を通じた運用モデルの転換を支援

する。具体的には，まずプロフェッショナルサービス

（アセスメント）で「運用の現状把握と目標設定」を行

い，次にマネージドサービス（運用管理／クラウドコ

スト管理）で「継続改善込みの運用実行」を行う。

HARCでは，SREの考え方に基づいて，（1）責任共有

モデルに基づく，開発チームと運用チームの統合，（2）

DRI（Direct Responsible Individual）※3）への直接依

頼による問題解決の迅速化，（3）アセスメント，デザ

イン，マネジメントを通じた継続的なコスト最適化，

というアプローチで課題の解決を図っており，現在進

アナリスト

参照 ・
更新

チケット管理
システム

Azure FW

Azure WAF

DDoS

Sentinel
（ログ統合管理）

ログ参照
（Lighthouse）

Sentinel
（ログ統合管理）

参照

アラート
発生

MDE

MDO

IDP

Zscaler＊

Netskope＊

Umbrella＊

顧客

Azureテナント

Azureテナント

M365テナント

ゼロトラストサービス

SOC

Microsoft＊
日立

Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
監
視

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
監
視

3 日立MSSの監視・分析の概要

注：略語説明ほか　 FW（Firewall），WAF（Web Application Firewall），MDE（Microsoft Defender for Endpoint），MDO（Microsoft Defender for Office 365），
IDP（Azure Active Directory Identity Protection），SOC（Security Operation Center）

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照
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行中のプロジェクトにおいて高い評価を得ている。

今後はマネージドサービスのさらなる拡充を含め

て，サービスの付加価値を高めつつ，より多くの顧客

の課題解決をめざしていく。

※1） DevOps（開発と運用を連携させ開発期間を短縮）にセキュ
リティを融合し，スピーディかつ安全性の高い開発をめざ
す概念。

※2） Googleが 提唱するシステム運用の方法論であり，
DevSecOpsな状態を実現するための取り組み。

※3） インシデント対応（チーム間の調整／根本原因の特定／サー
ビス復旧のアクション）の責任者。

多くの企業がデータ利活用によってビジネス価値創

出をめざす中，日立はさまざまな分野のDXソリュー

ションを手掛けてきた。より複合的かつ効率的にDX

を実現するため，日立内外の数多くのプロジェクトの

経験から得た豊富な成功事例をベースに,マネージド

型 デ ー タ 利 活 用 サ ー ビ スHitachi Intelligent 

Platform（HIPF）として体系化した。

顧客の求めるDXをワンストップで
提供するHitachi Intelligent 
Platform（HIPF）

5

Plan
戦略策定・計画

Build
設計・構築

Manage
運用

製造DX 環境DX 研究DX 調達DX 保守DX

新事業創出

顧客満足度向上 企業価値向上

イノベーション創出

数々のDXの成功で培った知見を，ユースケースに集約

受注・売上・利益拡大 DXを使った業務構想をユースケースを基に具体化

さまざまな分野でのデータドリブンなビジネス改革

顧客のDX推進を加速 コンサルティング

クラウドや日立商材を活用し，
迅速にシステムを立上げ

プラットフォーム

データ収集～活用における
継続的なDX業務改善

データマネジメント

適切なセキュリティ対策と確実なインフラ運用の実施

安全・確実なインフラ運用

業種別に定義された
データモデルなども活用

アプリケーション
開発・改善

サーバ空間上にデジタルツインを再現

収集されたデータ
OTデータ ITデータ

データの収集から活用，運用までを，ワンストップでサービス提供

製造
設備

基幹・
業務システム

顧客 顧客営業・ SE 設計 調達 生産 物流 販売 サービス・保守

オープン
データカメラ センサー

5 DX推進を加速するマネージド型データ利活用サービス

注：略語説明　OT（Operational Technology），SE（System Engineer）

「改善の継続実行による成熟度向上」というジャーニーを成し遂げるには，経験豊かなパートナーの伴走／支援が不可欠

Level

反応的
REACTIVE

1

信頼性指標(CUJ*1／SLO)が未定義
玉石混交のアラート通知で現場が混乱

インシデント対応／回復手順が未整備
不適切な判断／手作業のミスが頻発

ユーザーからのクレームで障害が発覚
エンドユーザーのサービス満足度が低下

・

・

・

Level

管理的
MANAGED

2

CUJ／SLOの定義，アラートノイズ排除
ユーザー影響大のアラート対応に注力

インシデント対応／回復のプロセス定義
定型的な回復手順を整備／自動化

デプロイパイプラインの整備／自動化
定型作業の自動化／セルフサービス化

・

・

・

Level

予測的
PREDICTIVE

3

外形監視／リアルユーザー監視の導入
ユーザー体験劣化の兆候を事前検知

アプリケーショントレースの収集開始
問題の原因箇所を迅速に追跡／特定

障害シナリオ抽出／事後検証の実施
障害の復旧手順／プロセスの整備

・

・

・

Level

予防的
PREVENTIVE

4

信頼性指標の定期的な見直し
外部環境の変化に応じた最適化

カオスエンジニアリングの定期実施
潜在的なボトルネックの特定／改善

デプロイ停止／自動ロールバックの実行
リリース時問題の迅速な検知／対策

・

・

・

Level

文化的
CULTURAL

5

チーム全体でSREの価値観を共有
エンジニアリングのスキルを継続強化

継続的なトイル*2特定／削減の定着
エンジニアリングドリブンでの自動化

エラーバジェットによる信頼性の担保
高いアジリティでビジネス拡大に貢献

4 Hitachi Application Reliability Centersを活用した成熟度レベルの向上

注：略語説明ほか　CUJ/SLO（Critical User Journey/ Service Level Objective）
※1）カスタマージャーニーの中でも特に重要となるユーザーの体験／期待。
※2）運用管理で発生するタスクのうち，手作業で繰り返し実行されスケールに伴って増加し，かつ自動化可能なもの。
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   2024年 日立技術の展望

数多くのプロジェクトを通じて蓄積したDX推進ノ

ウハウ，および強化した技術・製品を一つに統合し，

DX構想策定からデータ利活用基盤構築，データマネ

ジメント運用といった複合領域にワンストップで取り

組む。

HIPFの特長は，豊富な成功事例を基に体系化した

サービスにある。業界別の成功事例「製造DX」，「環境

DX」，「研究DX」，「調達DX」，「保守DX」におけるアー

キテクチャやプログラムの再利用により，効率的に

DXを実現する。

2050年のカーボンニュートラル実現に向けて欧州

規制が先行している状況において，将来，企業が欧州

市場へ製品を輸出・販売するには，品目単位でのCO2
排出量を把握することが不可欠である。

企業間取引を支援するSaaS「TWX-21」では，バイ

ヤーとサプライヤ間の調達・購買業務を支援する

Web-EDI（Electronic Data Interchange）サービス

で蓄積したEDIデータを活用し，サプライヤの品目別

CO2排出量（Scope3上流）を自動算定してバイヤーへ

連携する新たなサービスの提供をめざしている。

具体的には，EDIデータからサプライヤ別の売上高

を取得し，CO2排出量はサプライヤ入力または外部情

TWX-21 EDIデータ活用による
品目別CO2排出量の自動算定6

報から自動連携し，品目別CO2排出量を算定するアプ

ローチをとっている。

今後，品目別CO2排出量の精緻化や削減を行ううえ

で求められるサービスと考えている。

また，TWX-21で算定した品目別CO2排出量を自社

／他社ソリューション（Scope1，2，3下流）と連携す

ることで，サプライチェーン全体でのCO2排出量の把

握と削減の実現に貢献できると考えており，社内外の

実証活動による実現性検証も推進している。

Equinix Inc.（以下，「エクイニクス」と記す。）と日立

は社会課題への取り組みを推進する協業の強化を発表

した。エクイニクスはLumadaアライアンスプログラ

ム※）に参画し，両社によるデジタルソリューションの

開発，展開，活用のサイクルを通じて社会課題に取り

組んでいく。

エクイニクスは，パブリッククラウドとの接続やセ

キュアな企業間接続を可能とするPlatform Equinix＊

の提供によって，ネットワークサービス，ストレージ

サービス，コンテンツサービスなどのサービスプロバ

イダをはじめとするパートナー企業間で構成されるグ

ローバルな相互接続エコシステムを構築する。

日立とエクイニクスが
ハイブリッドクラウドソリューションの
グローバル展開を強化

7

サプライチェーン
生産技術・製造 出荷 稼働保守 再利用廃棄

Scope3（下流）Scope2Scope1Scope3（上流）

調達・購買

TWX-21

TWX-21

WEB-EDIサービス
調達・購買業務を支援

サプライヤ別の売上高

PoC環境

サプライヤ別のCO2排出量 品目別CO2排出量

品目別CO2排出量を自動算定

インターネット

自社／他社ソリューション

サプライチェーン全体でのCO2排出量の把握と削減の実現

Scope1， 2以外の間接排出
（15カテゴリに分類）

他社から供給されたエネルギー
使用による間接排出

Scope1， 2以外の間接排出
（15カテゴリに分類）

製品の廃棄など製品の使用

バイヤーサプライヤ

実証活動イメージ

輸送・配送電気の使用

EDIデータの蓄積

サプライヤ
による入力

外部情報から自動
連携による入力

算定結果の
分析・検証

自社／他社
ソリューションとの連携

燃料の燃焼原材料など

事業者自らの直接排出

6 TWX-21EDIデータ活用による品目別CO2排出量の自動算定

注：略語説明　PoC（Proof of Concept）
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協業発表を基に日立は，Platform Equinixやエクイ

ニクスの相互接続エコシステムを活用し，パブリック

クラウドとニアクラウドを環境に配慮しながら高信

頼・高性能で接続した日立のハイブリッドクラウドソ

リューションのグローバル展開を推進する。両社の協

業を継続的に強化していくことで，SX（サステナビリ

ティトランスフォーメーション）やDXの加速および

両立が求められる昨今の市場環境へのアプローチを推

進する。

また，日立はそれ以外に，VSP（Hitachi Virtual 

Storage Platform）をエクイニクスのデータセンター

に設置し，厳しいコンプライアンスや性能への顧客要

件を満たしつつ，クラウドのアジリティの価値を享受

できるハイブリッドクラウドソリューションを提供し

ていく。

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

※） 社会価値，環境価値，経済価値および QoL（Quality of 
Life）の向上に向けたオープンイノベーションを加速する，
日立のパートナー制度。

サステナビリティを重視した経営・事業変革の実現

を支えるシステム基盤として，オンプレミスとクラウ

ドを適材適所で利用し，あらゆるデータを安全かつ自

在に活用できるハイブリッドクラウドへの期待が高

まっている。日立は，EverFlex from Hitachiにおい

て，Amazon Web Services（AWS＊）との協創※）の成

果に基づき，2023年6月にHitachi Virtual Storage 

Platform on cloud （VSP on cloud）の提供を開始し

た。VSP on cloudは，日立がオンプレミス向けに提

供しているストレージの機能をソフトウェア化し，

AWS上で稼働させることで，オンプレミスとクラウド

上でのストレージの共通化を実現している。これによ

り，オンプレミスとクラウド間の移行において，設計・

運用変更負担を大幅低減し，システム移行を容易にす

る。また，ストレージ間のコピー機能を用いて，オン

AWSとの協創によりハイブリッド
クラウドソリューションを強化8

日立が全体運用VSP

利用 災害対策

クラウドクラウドクラウド

オンプレミス

VSP
on cloud

VSP
on cloud

VSP
on cloud

可用性・
信頼性向上

移行

クラクララウドララララララララウラララウラララウララウララウララウララウラウクラ

on

移行移行移移移行移行移行行行

移行

（1）クラウド／オンプレミス
同一構成，移行容易化

（2）クラウドリソース活用
開発や分析効率化

（3）ハイブリッドクラウド
システム堅ろう性向上

コンテナ

コンテナ連携

8 ハイブリッドクラウドソリューションの利用イメージ

パブリック
クラウドB

パブリック
クラウドA

Equinix Fabric

パブリック
クラウドC

日立ストレージ
（月額課金）

顧客
データセンターA

クラウド
パースティング

月末／期末処理時や開発
繁忙期のみコンピュート追加

バックアップ＆
アーカイブ

パブリッククラウド間のデータ移動がないため
サービス乗り換え／使い分け時のコストを低減

複数のパブリッククラウドを
高速かつ柔軟に利用可能

高速回線
（10Gbps）

データをパブリッククラウドに保管せず
日立ストレージで安全に運用

アクセス頻度の低い
データをクラウドへ保管

可視化 ・ 分析

各種クラウドの
分析ツール活用

顧客
データセンターB

顧客
データセンターC

…

Equinix IBX＊

7 ハイブリッドクラウドソリューションの提供イメージ

＊は「他社登録商標など」（136ページ）参照
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   2024年 日立技術の展望

プレミスのシステムのデータをクラウドにコピーする

ことができるようになるため，クラウドリソースを活

用した開発や分析が可能となる。さらにオンプレミス

での災害時の切り替えサイトとして，クラウドを利用

することも可能とする。

企業活動を支えるITシステムにおいては，変化の速

いビジネス環境に追従するため，プライベートやパブ

リッククラウドをビジネス目標に沿って最適に活用す

ることが重要である。しかし，プライベートやパブリッ

ククラウドが混在するハイブリッドクラウドの実現に

あたっては，さまざまな専門的知識やスキル，多大な

時間と労力が必要となることが課題となっている。

この課題解決を図るために，as a Service型ITプ

ラットフォームであるEverFlex from Hitachiに対

して，日立がこれまでに基幹システムのクラウド活用

で培った経験・知見・ノウハウから生まれたさまざま

なサービスを取り込み，ポートフォリオを拡大した。

日立は，as a Service型ITプラットフォームとポー

トフォリオを活用し，顧客と共に課題解決を図りなが

ら，今後も顧客のビジネスの成長を支えるサービスと

して，生成AIをはじめとした最先端技術を取り込み，

EverFlex from Hitachiを強化していく。

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照
※） 日立があらゆるステークホルダーと協働しながら事業を行
い，新たな価値を共に創造すること。今回の協創の成果は，
収益分配や知的財産権の権利移転等を伴う共同開発を含むも
のではない。

as a Service型ITプラットフォーム
EverFlex from Hitachiの展開加速9

株式会社日立システムズは，「歩行，中強度運動，睡

眠，気分のセルフケアをサポートする「コンディショニ

ングマネジメントシステム」や，メタボリックシンドロー

ムを対象にした健康支援サービス「MIRAMED＊」，受診

勧奨に有効な「SmartOneHealth＊，※1）」，「SaluDi＊，※2）」

といった，疾病の一次予防から三次予防までワンス

トップで支援する，健康に関するスマートフォンアプ

リを提供している。

2023年9月には，中堅企業以下の産業保健業務を対

象とした健康支援サービスMIRAMED産業保健を

サービスに追加し，また，DTx（Digital Therapeutics）

/SaMD（Software as a Medical Device）※3）の開発

支援をサービス化するなど健康に関するサービスを強

化している。

健康なまちづくりにおいては，健康に関係するス

テークホルダーとの連携（ANA X株式会社のスマー

トフォンアプリであるANA Pocket＊など）を増やし，

健康無関心層も楽しみながら自然と健康になっていく

取り組みを展開しており，2023年10月からは福岡県

飯塚市において「PHRサービスを起点とした異業種間

連携型の健康なまちづくり形成に関する実証事業」を

開始するなど，健康なまちづくりのモデルを検証して，

2024年度以降各地域に展開していく。

（株式会社日立システムズ）

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

健康無関心層も取り込んだ
健康なまちづくりの展開10

※1） 株式会社インテグリティ・ヘルスケアのスマートフォンア
プリ。

※2）沢井製薬株式会社のスマートフォンアプリ。
※3）医療機関で処方されるデジタルの薬。

アジリティ
（迅速かつ柔軟な対応）

マイグレー
ション

モダナイゼー
ション セキュリティ データ保護 ロケーション

データ基盤 仮想化基盤 パブリック
クラウド連携

保守／サポート／運用（マネージメントサービス）

ワークスペース
基盤

ミッション
クリティカル
基盤

戦略的意思決定に
向けてのデータ活用

セキュリティ
（機密性， 保全性）

業務継続性
（システム安定稼働 ・ 信頼性）

投資平準化， 
効率的な運営， コスト削減

環境経営への貢献

追加ポートフォリオ

9 as a Service型ITプラットフォームEverFlex from Hitachi
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ル蓋の加工や交換が不要で，断水なしで設置が可能な

ほか，マンホール蓋を閉じた状態でデータ収集できる

マルチキャリア対応セルラーLPWA（Low Power 

Wide Area）の採用により，設置場所の電波状況に応

じた最適な通信キャリアが選択できる。また，市販電

池で3年以上の長期稼働を実現している。

これらのほか，提供開始済みの水圧，水質監視シス

テムとも連携させることができ，流量，水圧および水

質データを同一クラウド上から一元的に監視すること

が可能である。

本システムの提供を通じて，水のさらなる安定供給

をめざす全国の水道事業体の水運用を支援していく。

（株式会社日立システムズ）

少子高齢社会が進み，生産人口減少への影響が懸念

される中，自治体では地域活性化策として，地域内で

の経済循環の仕掛け作りに苦心している。その一つの

手法として，特定地域にのみ流通するポイントや通貨，

クーポンなどの発行事業が注目されている。地域外に

資金が流出せず，住民の交流を図る地域活性化策とな

地域課題の解決に向けたキャッシュ
レス地域活性化支援サービス12

流量監視システムは，2020～2021年度に某自治体

の委託により日立システムズが開発，納品したシステ

ムで，配水小管内の流量・流向を遠隔でリアルタイム

に監視することができる。これにより，平常時におけ

る管路の流れを定量的に可視化できるようになり，適

切な水質管理や効果的な配水運用の実施が期待できる。

本システムは，監視装置を設置するためのマンホー

IoT流量監視システムによる
管路のリアルタイム遠隔監視11

移動でポイントが貯まる
インセンティブや地域回遊を
目的とした行動変容
（健康増進）

ANA Pocket

MIRAMED

SaluDi

疾病リスク認知に伴う
自己管理と行動変容
（特定保健指導）

バイタル・生活記録の自己
管理と医療機関との接続
（受診勧奨）

収集したデータの分析・可視化

ドラッグストア・コンビニ
地域商店など

（VISA＊加盟店）

飯塚市
「全ての人が健康で、
いきいきと笑顔で
暮らせるまち」

医療機関

ANA Pay＊で消化

市内チェックポイントの設定
回遊促進

地域経済への貢献

住民
従業員

診療・服薬指導

オンラインも活用

特定保健指導

住民／従業員のスマホ 期待効果

PHR基盤（HL7 FHIR＊対応）
3省2ガイドラインに対応したAWS基盤

健康無関心層の取り込みと
地域経済活性化

（誘客促進、外出・回遊促進）

疾病発症リスクの通知と
蓄積されたPHRデータを

活用した特定保健指導への活用

PHRデータの蓄積による
自己管理とデータを活用
した診療や処方

（オンライン診療にも活用）

10福岡県飯塚市の実証イメージ

注：略語説明ほか　PHR（Personal Health Record），HL7 FHIR（Health Level Seven Fast Healthcare Interoperability Resources）
＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

11流量計室（内径600 mm）に設置した流量監視装置
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   2024年 日立技術の展望

るものだが，実際の運用は紙チケットであることが

多い。

日立システムズは，それらの発行・運用が容易にな

るIT基盤として，キャッシュレス地域活性化支援サー

ビスを2023年1月にリリースした。発行事業者に加

え，実際に利用する店舗や住民がPCやスマートフォ

ンなどのWebブラウザから気軽に利用できる環境を

提供する。また，利用データの見える化により，地域

の課題発見や政策検証が可能となる。

本サービスは，ショッピングモール，イベント会場

など民間領域でのチケットレス，キャッシュレス推進

にも活用できる。また，生体認証との連携による手ぶ

らショッピングの実現などユースケースを広げ，地域

課題解決や顧客接点強化の基盤として事業展開を図る。

（株式会社日立システムズ）

日立システムズは，DataRobot社のAIプラット

フォームDataRobot＊を活用して，顧客が用意した

データを日立システムズのデータサイエンティストが

DataRobotを活用した
AI活用データ分析代行サービス13

自治体 商工会議所 DMO／観光協会 商店街

子育て支援チケット
高齢福祉チケット
公共施設利用券

地域チケット地域ポイント 地域通貨地域商品券

地域チケット 地域チケット地域ポイント 地域ポイント地域商品券
健康ポイント
有償ボランティア
SDGsポイント

地域共通商品券
プレミアム付き商品券

街バルチケット
観光周遊チケット

地域共通ポイント

ポイント取得

ポイント利用

ポイント譲渡

デジタル
地域ポイント
サービス

プレミアム付き商品券購入

商品券利用

商品券譲渡

デジタル
地域商品券
サービス

外部サービス

APIによる連携 手ぶらで安心・安全・便利な
本人認証・決済

プッシュ配信やアンケートなどの
双方向コミュニケーション

生体認証統合基盤
サービス

チャットボットSNS
連携サービス

チケット購入

チケット利用

チケット譲渡

デジタル
チケット
サービス

地域通貨チャージ

店舗での利用

企業間決済での利用

デジタル
地域通貨サービス
※将来対応予定

スタンプラリー対応

アンケート支援

運営支援機能

汎用機能

キャッシュレス地域活性化支援サービス

12キャッシュレス地域活性化支援サービス

注：略語説明　 SDGs（Sustainable Development Goals），DMO（Destination Management Organization），API（Application Programming Interface），
SNS（Social Networking Service）

データ準備

顧
客

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

AI予測モデル作成 モデル実務適用・精度監視

学習データ 予測データ

予測精度・モデル内容確認

データ加工・モデル構築 予測実行

予測結果
顧客用

AI予測モデル

DataRobot

業務適用版
AI予測モデル

予測関連データを定義し，該当システムから
収集した後，日立システムズにデータ提供

学習データから構築されたAI予測モデルの
予測精度やモデル内容を確認

AI予測モデルに予測データを投入し，
その結果を送付。また精度監視も実施

13 AI活用データ分析代行サービス
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加工してAI予測モデルを構築し，実際に学習データを

入力して得られた予測結果を提供するアウトソーシン

グ型サービスを開発した。予測結果提供後も予測精度

を見ながらAI予測モデルを運用・監視していく。

顧客はライセンス導入費用を抑えて予測結果を評価

することができるため，1部署や1テーマごとなど，AI

導入をスモールスタートさせることが可能である。AI

を活用したいと考えながらも，費用面や社内に構築・

運用を行うデータサイエンティストが不在などの課題

から導入が進んでいない企業や，ライセンス購入を検

討するために予測モデルの評価・検証を行いたい企業

に適したサービスとして提供開始した。

（株式会社日立システムズ）

（サービス提供開始時期：2023年2月）

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

日立システムズは，東京医科歯科大学と東京医科歯

科大学病院のがん患者の電子カルテデータの連携・利

活用に関する共研究を行った。

具体的には，Amazon Web Services（AWS）＊を利

用した医薬・ヘルスケアプラットフォーム上で，がん

患者の電子カルテデータを医療情報の交換・共有の標

準規格であるHL7 FHIR＊形式に変換し，分析，保管，

利活用することの有用性について検証した。その結果，

医療情報を統合的に解析し，診療に役立つ情報が得ら

電子カルテデータの医療情報
利活用に関する共同研究を
東京医科歯科大学と実施

14

れることを確認できた。今後，病院内だけでなく，他

医療機関で保有している医療情報についても連携させ

ることで，治療計画などへのさらなる活用が期待で

きる。

東京医科歯科大学と日立システムズは，今回の共同

研究の結果を基に，さらなるデータの利活用を推進す

る。この共同研究は，各医療施設に眠る医療データが

統合され利活用されることで，新たな診断や治療の開

発につながることが期待される。

（株式会社日立システムズ）

＊は「他社登録商標など」（136ページ）を参照

クラウドリフト＆シフトの進展に伴い，顧客を支援

し，システムの柔軟性，俊敏性，および運用価値を高

めるマネージドサービスが重要になっている。

「Gateway for Business Cloud」は，マルチクラウド

の構築・運用を検討する顧客がこれまで以上にスムー

ズに適切なサービスを選択することができるよう，「セ

キュリティ」，「クラウド・ネットワーク＆データセン

タ ー・IT運 用」，「コ ン タ ク ト セ ン タ ー&BPO

（Busuiness Process Outsourcing）」分野のマネージ

ドサービス群を体系化したマルチクラウドソリュー

ションである。日立システムズが培ったマルチクラウ

ド環境におけるノウハウに基づき，以下を特長として

いる。

マルチクラウドソリューション
Gateway for Business Cloudを
新たに体系化

15

仮名加工化して抽出
AWSにアップロード

東京医科歯科大学病院
頭頚部がん患者

約200名の電子カルテデータ

診療に活用できる
形式で表示

3 セキュリティ機能

2 可視化機能1 データ変換機能

AWS

医薬・ヘルスケアプラットフォーム

データパイプライン
HL7 FHIR

データ分析基盤

14共同研究の概要
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   2024年 日立技術の展望

（1）体系化サービス活用によるクラウド迅速導入・

運用

（2）業種・業界ガイドラインに準拠したサービスパッ

クによる品質向上

（3）データ分析に基づいた業務改善・クラウド利用価

値の向上

顧客に対して，業種・業界の特長に合わせた付加価

値の高いサービスを提供するため，クラウドベンダー

や各種サービスベンダーとの連携も図りながら

Gateway for Business Cloudの強化を継続的に行っ

ていく。

（株式会社日立システムズ）

Gateway for Business Cloud

さまざまなクラウド
がある中で適切な
サービス選択が難しい

医薬・ヘルスケア
プラットフォーム

セキュリティ導入・構築

セキュリティ監視・分析

セキュリティ維持運用

クラウド・ネットワーク導入・構築

マルチクラウド監視

データセンター・ IT運用

コンタクトセンター

業務運用支援

データ分析・改善支援

自治体
ソリューション
ADWORLD

社会・公共
ソリューション

CYDEEN

製造・流通業向け
生産管理

FutureStage
セキュリティや運用を
考慮したクラウド移行・
導入期間短縮

業務システムの
品質向上

継続的なクラウド
利用価値の向上

・・・

複雑化するクラウド
環境のセキュリティや
運用に不安

クラウドの利点を
最大限活用するためには

技術者が不足

セキュリティ
クラウド・ネットワーク

＆
データセンター・ IT運用

コンタクトセンター
＆

BPO

特長（1）体系化サービス活用によるクラウド迅速導入・運用

特長（2）業種・業界ガイドラインに準拠した業種一体型サービスパックによる品質向上

特長（3）データ分析に基づいた業務改善・クラウド利用価値の向上提案

顧客の声 顧客メリット日立システムズ

顧客を支援する体系化された各種マネージドサービス群

15 Gateway for Business Cloudマネージドサービス
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